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「日本人は語学ベタ」は真っ赤なウソである！

本書をお手にとっていただき、誠にありがとうござい
ます。

本書のタイトル、「本当は語学が得意な日本人」を見
て、正直、「ホント !?」と思われているのではないで
しょうか？
あなたがそう思われるのも無理もありません。

日本人は英語コンプレックスで、中学校、高校、大学
と英語を学習しているのに、ぜんぜん外国人と話せない
……。街には、英会話教室の看板やポスターが溢れかえ
り、社会人になっても、英語学習にお金と時間を費やし
ている割に語学力はなかなか……。
そんなイメージが刷り込まれています。

しかし、そんなイメージは本当に正しいのでしょう
か？　果たして日本人は、昔から語学が苦手なのでしょ
うか？

はじめに
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はじめに

もし日本人の DNAに、「語学が得意である」と刻み
込まれていたとしたら、どう思いますか？

そして、多くの日本人が語学が不得意だと感じている
のは単なる思い込みで、能力が眠っているだけだとした
ら、スイッチをオンにしたくありませんか？

申し遅れました。私は台湾出身の李久惟（ジョー・
リー）と申します。20 歳のころに来日し、東京外国語
大学で学びました。

現在は、日本で、15 言語以上を話す、通訳翻訳者、
マルチリンガル語学教師として活動しています。

15 言語？　信じられない！　いや、海外育ちの人な
ら当たり前……。
そんなふうに思われるでしょうか？　実は、語学習得
には、《あるコツ》があり、そのコツさえ押さえてしま
えば、1つの言語をマスターするのも、4つも 5つもマ
スターするのも、変わりはないのです！

私はそのコツを、地球上すべての言語に共通する
【ダ・ヴィンチ・コード】と呼んでいます。

例えば、ヨーロッパの人たちは、それぞれ母国語が似
ているから、お互いの言語を習得しやすい、といった話
を聞かれたことがあると思います。それに近い話だ、と
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現段階では思っていてください。

一方で、日本語は独特だから語学習得において不利で
ある、といったことも聞かれたことがあるでしょう。

いえ、それが、日本語でも変わりがない、むしろ、日
本語だから余計に習得できる、と言ったら？　どうです
か？　気になりませんか？

このコツさえ習得してしまえば、日本語を話す日本人
には、他の国の人と比べて、語学をマスターするうえ
で、圧倒的なアドバンテージがある、これが、私が本書
を通じてあなたにお伝えしたいことです。

第 1 章では、「日本人が語学の天才であるこれだけの
理由」と題して、日本語を話す日本人が、いかに語学習
得に有利であるかということと、語学堪能な日本の先人
の例をご紹介します。

第 2 章では、「どうしてマルチリンガルが存在するの
か？」と題して、15か国語を解する私のようなマルチ
リンガルがなぜ存在するのか、マルチリンガルの頭のな
かはいったいどうなっているのかということをお伝えし
ます。
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はじめに

第 3 章では、「地球上の言語に隠された『ダ・ヴィン
チ・コード』」と題して、いよいよ、マルチリンガルだ
けが知っている、世界中の言葉を習得できる秘密につい
てお話しします。

第 4 章では、「世界の言葉とつながる日本語」と題し
て、日本語に秘められた豊かな可能性についてお話しし
ます。

第 5 章では、「マルチリンガルができるまで」と題し
て、私自身がどうやって 15もの言語を身につけてきた
のか、お話しします。

「どうして日本人は語学が得意だと言うの？」
「私でも外国語ができるようになるの？」

そんな疑いの気持ちをもったままで結構です。
本書を読み終えたとき、きっとあなたは、自分自身に

内在する大きな可能性に気づくことになるでしょう。

ぜひ、気軽に読みはじめてみてください。

マルチリンガル語学講師
李　久惟
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日本人のDNAは語学が得意!?

◎日本の近代化の礎となったマルチリンガルたち

1854 年、長きにわたった鎖国を解き、西洋文化を取
り入れはじめた日本。乾いたスポンジが水を吸収するよ
うに、日本は、医学や科学技術をはじめとした多くの学
問や技術をわがものとし、大きな発展を遂げました。
もちろん、先人たちはみな、語学はゼロからのスター

トでした。学び方も、どうしたら「目標・夢」が叶うの
かもまったく知らず、「世のため」に、「心（志）1つ」
で挑戦し、たゆまぬ努力をつづける生き方をしていたと
いう点に、私は感動を覚えます。

幕末・明治時代以降、西洋から学んだ「現代の医学・
科学技術」などの多方面にわたる分野の用語は、こうし
た近代化する過程のなかで、多くの日本の先人たちに
よって、造語として「意訳・翻訳」されました。そのな
かで漢字にされた用語は、大量に中華圏へ逆流しまし
た。

清の末期に日本に留学した当時の中国人留学生たちが
学んでもち帰ったり、台湾・旧満州（中国東北）を経由
したり、多くの日本生まれの用語が、現代中国語のなか
にそのまま借用、または修正されたのち、使用されてい
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日本人が語学の天才であるこれだけの理由 第　 章1

ます。先人たちの努力の結果が、現代中国語の発展と連
動して、その後の中国の近代化や経済の発展にも大きく
寄与したのです。

日本人の留学好きは古代から

意外と知られていませんが、「留学・外国語学習」の
歴史は、日本ではかなり古くからはじまっていました。
古来よりさまざまな新しい「知識・技術」が、海を越え
て海外への留学によってもたらされました。

当時から日本の先人たちの語学力には目を見張るもの
がありました。留学の第 1 歩は当然、「言葉の壁を乗り
越えること」です。単に「その国の言葉の習得」だけで
はなく、「伝統・文化・制度・技術」などを含めた、「広
範囲にわたる学び」であるべきですが、日本はそれがで
きていました。

古代の日本では、6 世紀末ごろからすでに、遣
けん

隋
ずい

使
し

や

遣唐使といった、中国への留学生の積極的な派遣がはじ
まり、外からの新しい「知識・技術」の吸収が、熱心に
行なわれていました。遣唐使とともに派遣された著名な
人物としては、奈良時代は吉

き

備
びの

真
まき

備
び

・阿
あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

らがい

ます。平安時代に入ると、短期間の留学が主流になりま
した。この時代に活躍した天台宗の開祖の最

さい

澄
ちょう

、真言宗
（密教）の空

くう

海
かい

も、唐で学びました。中世の 12 世紀で
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は、南
なん

宋
そう

との交流が盛んになり、仏教への関心も高ま
り、重

ちょう

源
げん

や栄
えい

西
さい

ら各派の僧が相次いで南宋に留学、その
後の日本での新宗教活動に大きな影響を与えました。

14 世紀初頭には、幕府政権とは直接関係のない留学
を行なう僧の渡航が増え、僧たちの留学は最盛期を迎え
ます。この時代は禅などを学ぶ者が多かったようです。

江戸時代以降は長崎の出島を通じて、鎖国のあいだも
海外からの学問や科学が入ってき、その 1つとして蘭

らん

学
がく

がありました。幕末には、外国への本格的な留学がはじ
まり、幕府はヨーロッパ諸国へ榎

えの

本
もと

武
たけ

揚
あき

・沢
さわ

太
た

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

・赤
あか

松
まつ

則
のり

良
よし

・内田正雄・田口俊平・津
つ

田
だ

真
ま

道
みち

・西
にし

周
あまね

・
伊
い

東
とう

玄
げん

伯
ぱく

・林
はやし

研
けん

海
かい

などの優秀な人材を留学生として送り
込み、また長州や薩

さつ

摩
ま

などの諸藩も独自にイギリス・フ
ランス・アメリカなどの各国へ留学生を送りました。

江戸時代のおもな留学生としては、ほかに、井
いの

上
うえ

馨
かおる

、
五
ご

代
だい

友
とも

厚
あつ

、伊藤博文、福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

、渋沢栄一、益田孝らが
います。

明治時代になると、明治政府は国策の 1つとして留学
を重要視し、おもに海外の進んだ「司法制度・行政制
度・教育・文化・土木建築技術」を学ぶために留学生を
派遣、海外からも教授や技術者を招

しょう

聘
へい

し、国際的に通用
する人材の育成に力を入れました。

明治時代、留学生として海外渡航した者は、全体で約
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2 万 4700 人に達するとされています。
なかでも有名なのが、中

なか

江
え

兆
ちょう

民
みん

、森
もり

鷗
おう

外
がい

、夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

、
内
うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう

、林忠正、高村光太郎、津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

、大
おお

山
やま

捨
すて

松
まつ

、
西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

、高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

、東郷平八郎、小
こ

村
むら

寿
じゅ

太
た

郎
ろう

など

で、実にそうそうたる顔ぶれです。

天才・空海の驚くべき語学力

平安時代の名僧・空海（774 ～ 835 年）は、標高
1000メートル前後の天空の聖地、紀伊の国・高野山を
開創しました。空海は 803 年に唐に赴き、わずか 2 年
で密教を習得し、帰国しました。2 年の間に、当時の中
国語のみならず、仏教経典の梵

ぼん

語
ご

（サンスクリット語）
をもマスターしたと言います。過去と現在においてもな
お、ご本家中国の書道家でもなかなか真似ることが難し
いとされる「王

おう

羲
ぎ

之
し

の書」をも習得したとされる空海
は、日本の歴史上の多才な偉人の 1人です。
また、平仮名・カタカナは空

海が発明したという伝承もあ
ります。
もちろんこれは諸説ある話
で、すでに奈良時代からつくら
れ、使われているとも言われて
いますが、空海のもっている語
学力と「学識・知恵」からすれ 空海


